（別紙）

障害者・高齢者等向け情報システム開発事業
＜重点テーマ＞

　以下の重点テーマは、障害者や心身機能の低下した高齢者等が現在必要としている情報通信機器・システムの事例であるが、開発にあたっては次の条件を考慮していることが重要である。

(1) 障害者・高齢者等が自ら使うことを前提とするが、利用のための情報通信機器・シス

　テムの環境設定等については、専門性を要することなく支援者や介助者が容易に設定で

　きること

(2) 技術の発展段階にあるテーマについては、最先端の技術開発へ繋がることに留意しつ

　つ、現時点における技術を駆使し実用に耐える情報通信機器・システムを開発すること

(3) 入出力インターフェース等については、既存製品（パソコン、情報端末等）の改造を

要求することなく、接続でき利用できること。

(4) 個々の障害を対象とするテーマであっても、開発される技術が他の障害や一般利用へ

の適用（ユニバーサルデザイン化）が可能かについてもできる限り留意すること

１．情報端末入出力インターフェース
　手足の不自由な肢体不自由者等が、自分自身でメモを書いたり、行動予定（スケジュール）を記入することは困難であり、これを解決するための電子ツールの実用化が求められている。また、高齢者の場合、物理的には操作可能であっても身体機能に比して複雑困難な操作を求められるために、情報通信機器を利用する意欲がなくなっていることが多い。このため、既存の電子手帳等の情報端末に接続でき、音声登録や１スイッチ操作等を可能とする入出力インターフェースの実現が望まれる。
【対象例】肢体不自由者や一般高齢者など
2． 個々の利用者に対応する音声認識システム
　障害者・高齢者にとって重要な支援技術である音声認識システムは、現在、不明瞭な発音に対する認識率や騒音下における認識率は低い。また、単語あるいは文章単位での認識を主としているため、１文字ずつの英数字ひらがなの入力は困難である。このため、現状の性能を一層向上させるとともに、個人的傾向の強い高齢者等については、語彙を狭めても音声を幅広く認識し、また個人毎の変換辞書を用意してある程度の言語障害にも対処できるシステムの実現が望まれる。
【対象例】言語障害を有する利用者、視覚障害者、発声・言語能力の低下した高齢者など

3． ＯＳ上の読み上げ／拡大表示システム
　視覚障害者、視力の低下した高齢者等にとって、画面情報を音声で読み上げたり、拡大表示するシステムは重要な手段であるが、しかし、現在、未実現のＧＵＩ対応のＯＳがある。このため、この未実現のＯＳ上で稼動する音声読み上げ／拡大表示システムの実現が望まれる。
【対象例】視覚障害者、視力の低下した高齢者、機器操作の姿勢により画面が見づらい利用者など

4． 聴覚障害者等用会話支援システム
　聴覚障害者や聴力の低下した高齢者等にとって、社会生活や職場において健聴者等との間における円滑なコミュニケーションの確保は重要な課題である。このため、オフラインやネットワークを介して音声情報と文字情報の変換、あるいは個人特性に応じる音声の個性対応変換等が可能な聴覚障害者間や聴覚障害者・健聴者間等での会話を支援するシステムの実現が望まれる。
【対象例】聴覚障害者、聴力の低下した高齢者など

5． 読み書き障害補助システム
　学習障害、知的障害、加齢に伴う認知能力・言語能力の低下等により、電子テキストを読んだり、文章を作成するのが困難な場合が多い。このため、漢字能力に応じた辞書レベルの設定、音声による読み上げ、言語障害の個人特性に応じた文書予測、メニュー形式による入力等の文章の読み書きを容易にするような補助システムの実現が望まれる。
【対象例】学習障害者、知的障害者、認知能力・言語能力の低下した高齢者など

６．社会生活における行動支援システム
　知的障害や認知障害等があると、自分自身でスケジュールや当面の作業内容を管理することが困難な場合が多く、彼らの行動を支援する必要がある。このため、彼らの日常生活の行動や約束（「今何をするためにここにいるのか」「次に何をするのか」「何時誰に会うのか」「どの薬をどれだけ何時飲むのか」等）を記録し、個人の行動に応じた形で再生・表示できる行動支援システムの実現が望まれる。

【対象例】自閉症・知的障害者、記憶機能の低下した高齢者など

７．個人音声による音声合成技術
　疾病等により音声を失いつつある障害者にとっては、声のアイデンティティを確保することは重要な課題である。また、発声の不自由さに悩む高齢者も多い。このため、発声可能なときに本人の肉声を記録し、必要に応じて音声を変換し、肉声に近い声質や明瞭な音質でテキストを読み上げることができる音声合成技術の実現が望まれる。
【対象例】失語症や喉頭摘出等により自ら発声が困難な障害者、発声が不自由な高齢者など
８．身体動作対応調節型入力システム
　進行性難病や高齢者の運動の不自由さの場合には、筋力の衰えなどの症状の進行に伴い手指等の動く範囲が順次狭くなり、その都度、動かせる範囲に応じた入力装置を次々に購入せざるを得ず、使いこなせるまでに訓練を要するとともに経済的にも大きな負担になっている。このため、手指や身体各部の可動範囲に応じて調節が可能な汎用的な入力デバイスやシステムの実現が望まれる。
【対象例】進行性難病患者（筋ジストロフィー患者、ＡＬＳ患者）、身体機能の低下した高齢者など

９．顔の動き・生体信号等を用いた入力システム
　自分で動かせる身体の範囲や部位が極めて少ない進行性難病等の重度身体障害者にとっては、情報通信機器の標準デバイスや押しボタン等の入力装置を使うことができない。また、片手が不自由であったり、目的の場所に手を運ぶことが容易でない高齢者も多い。このため、顔の動きやその他各部位からの信号を利用して、必ずしも指の操作でなくとも動作する入力システムの実現が望まれる。
【対象例】進行性難病患者（ＡＬＳ患者）、不随意運動を伴う脳性麻痺の障害者、運動機能の不自由さ

　　　　を伴う高齢者など
１０．その他

　これ以外に事業の目的に合致すると考えられるテーマ。

